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北海道根室地方に於ける牛の血尿症に

闘する病理組織亭的研究第 I報

藤本 貯・菅野静馬・小林卓ー

〔北海道大事農身全部獣爵拳科比較病理考会設室: 主任 111極三部数授〉

Histo.pathological Studies on the Bovine Haematuria 

in Nemuro， Hokkaido. 1. 

YUTAK:，~ FU.JIMOTO， SHIZUMA SUGANO & TAK:ureHl KOsAYASIJl. 

(The Laboratory of Veterinary Pathology， Fa巴ultyof Agriculture， Hokkaido 
Universiy， Sapporo. Chief: Prof. Dr. S. YAMAGIWA.) 

I 緒
品
育
園 E 費生挟況及び臨琳所見概要

殻生丹)(況:本症は現地関係者に依れば例年 9

月から 11月にかけて最も多く鷲見され， 融雪期

の5月には殆んど見られなくなる。多護地域は根

鎖11原野の東北部地方，特に日IJ海，中標津，標津の

三村を主として，更に原II守の奥，或いは摂津川沿

岸にも11文殻的に艇がっている。 昭和122年に於て

は上記三村を合して高午総頭裁は 3i88頭で， 共

の中約 609~に草症の血尿午がtHているが， 貫教

ははるかに超えるものと忠われる。

品:J伏:最初にf1Rを来くのは血bえである。合有

血液量に依ってー椋ではないが，微かに校赤色を

惜びるものから暗深紅色に到る迄松々であり，同

一{同体でも日に依って程度を具にする。 i図濁不透

明で，茜しき場合には凝血塊で、充たされ光線を透

過しない。反肱はアルカリ性で蛋白，ヘモグロピ

ンは陽性であるが，備は陰性，粘私j度は軽症では

殆んど控化なく，令イ{血液量の増加にwって大と

なる。やがて荊の進行と共に貧血が現れる。赤血

球は 500部以下に減少し，高度なものでは 200j喝

を教える。 白血球は 5，000-10，000位で著授はな

根錫11原野は北海道の京2Jii，根室，錫11路の雨悶

に跨る既漠たる火山次地である。近年此の原野の

LI与に血尿症が設生し多大の閥心を持たれてラ~たが

本ftî~は現地に古くから存在したもので，例年晩秋

から秋冬に多く，早存には一光歩、絡芯すると言わ

れている。抗日忠-'1二は員紅の尿を雪而iに放出して，

やがて高度の削疫をwい衰弱死を遂げる慢性疾患

である。タト閑にf1Rを向けると， フランス， ドイツ，

オーストラリア，カナダ，印度，英領コロンピア

等に於ても地方約として午の血尿症が取上け、られ

ている 8CHLEGEl})，HAD¥YEN2
)， CRAIGめ，

8CBλRRER4)， DATTA[i)~~，;の報合がそれで、通うるが，

本症に封しでは Stallrot(8CHLEGEL)， Rinderham-

aturie (8CHλ.RRER)， Bovine haematuria (HADWEN)， 

Chronic haematuria in cattl巴(CRAIG)， Enzootic 

bovine haematuria (DATTA)等の名で‘呼ぴ習わされ

ているようである。私共は今[i司臨休上血尿症の昨

認された 10例，位ぴに同地馬場・腕腕 36例を検索

し，共の所見を述べて識者の御批判を乞う次第で

るる。
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いが，血液塗抹限キ二では多染性赤血球，不同局;血

球が認められる。ピロプラズマの寄生は見られな

u、。
可叫粘脱は貧血色を I乏し，被毛は光揮を失い

高度の削痩をラ~1<ζすものがある o 体温は 38 度)~

ili: 39度で、11完lt著名きはなく， 脈は 40)う王 80で，

稀に 100に述するものがある。心惇は克匙し，頚

静脈に著明な持動が見られる。病の末期には顎凹

から胸]jï~I'C i汗-胞を生じ，時に下痢を殻し，遂には

全身衰弱に陥って搾れる。直腸検PF王で・は脱z脱壁の

肥!字を鯛知する場合もるるが，疹姉表示を示すも

のは少ない。

粧過及び7象後:一般に慢性経過をとり童文句-に

及ぶものがある。多くは初冬から If-存にかけて1m
隔をおいて血尿を排出し，夏季に於ては此の欣態

が止り←般:I[J(態も殆んど健康11二と直別IHラいない。

jJj1聞な慢性経過をとるもの，或いは貧血の芳しい

ものでは珠後は不良で、ある。

E 検索材料及び検索方法

日目和122， 23 :'.F-の 2ヶ年/1日に臨#*上血尿症を

蹄認した 10例につき剖検し， 詳細なる検索佐行

うと共に，一方中標津居場に於て昭和 22 主l~ 12月

より 23 年 1 月迄の問に1.1\~選拝的に肱J脱却例を蒐

集し，之を観察した。脱z脱はいで炉、れも頭部に於て

切断し，内容検夜後，跨腕下而ïE中車:J~に沿って頭

部断端より桝ほ管部迄勢悶して粘肢の吠態を調べ

た。 材料は 10%ホルマリン水にて固定，固定後

病援の各所より材料を採取，パラフイン包埋をな

し切片は主として H.E.染色，要に肱じてワイ

グルト氏弾力繊維染色，ワンギーソン氏陣原繊維

染色を泊IIJして鏡検した。

表 1. 根室血尿症牛検索11IJ

問 |剖検番披 i剖検月日 i F寄 手電

l 2479 IljIV 1947 ホノレスタイン雑

2 2520 13/X 1947 /J 

3 2521 31/X 1947 /J 

4 2531 2S/X1 1947 エヤシヤー雑

5 2532 28/xr 1947 ホノレスタイン雑

6 2546 9/xrr 1947 エヤシヤー雑

7 2574 /XII 1947 ホルスタイン雑

8 2592 1948 /J 

9 2593 1948 /J 

10 2709 22/XII 1948 エヤシヤー雑

百検索 成 績

A)臨琳よ血原症を確認した 10倒に就て

一般に柴養不良，高度の削痩をwい可硯中/i脱

蒼白色時に京-虫色を帯ぶ，全身性貧血批び、に肱腕

前ー器、を除き共の他の諸臓器には著鑓を認めや。精

出ìfl な車II織~~的検索に於て 1 仰rr(No・ 10) に軽度の道

Jlk性1m貫性腎炎を， m度の血尿症の 1例 (No.2)に

肝の不完全壊死寵を認めたのに過ぎたい。一般に

荊鰭は!吟脱に限rruし，粘脱届iに小出血斑より泣揚

形成に主IJる種々なる程度の杭鑓を有し，之に臨場

性鑓化を作った1~性出血性jう歪はi員協性!昨脱炎が

認められた。蹄腕荊境の杭度に肱じて軽度，中等

[年齢| 111 F庁 1号脱病績の科皮

7 阿春別 ート

7 I~\ 脱 引+

4 " ++ 
9 茶宏、骨 ++ 
守 守 十

10 茶 志 、 骨 ++ 
7 中楳 i1t ++ 
8 グ ++ 
3 " 十

12 茶志骨 ++ 

度， :w:度の三段階に分類し，各段階につき例別記

i肢をi試みるとととする。

1)較度の病授

CNo.1)肉限所見居赤色プドペ同様の血尿多

量を容れて膨満し，粘脱色j~， 鉱袋の蛇行者:明で

汗脆性，厚さを増すο 頭部より底部にかけて少し

く隆起した砂131大制:赤色出血斑 6 ヶ 11~殻する。割

をカ11へると約百置は粘膜表!骨に止まり，固有居，筋

居，柴肢に著穫を認めない。

組織所見:粘膜也下に於ては捕漫性出血，毛

ff.ill血管の高度の描張充畳位ぴに新生が見られ，淋

巴球の浅間位ぴに事J;色(ìj'I~l:小集銭形成がある。固有

居は融制I~äに肥!享し，筋|首l血管は棋張充盈し，血
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管J;lW.'j性套欣淋巴球集銭形成が見られる。

(No.5)肉眼所見:三角部，左輸尿管開口部に

貼HJ¥乃至小豆大の鮮紅色/:11血斑が小指頭商大の院

さに将i殻， 底部に小豆大コンクリート塊紙結石 1

グをそFる。

組織所見:粘膜下織に於ける調漫性及び、限局

性/:H血，嚢胞，腺!用，識討1;腫及び血管H重があり，

粘膜下織及ぴ固有厨の繊維毒性肥厚， it本巴球の浸潤

及び集該，ヘモヂ、デリンの沈着が見られる。

(No.9J肉眼所見:小豆大暗諸色降起物が粘膜

商に散在，帽針頭大乃至粟~~i:大の赤色斑が布設し

ている。粟粒大の結156グを容る。

組織所見:粘膜下織の捕漫性及び竃駅/:11血，

毛細血管の棋院-充畳，粘膜上皮細胞の軽度の増荊，

i件巴球の浸潤及ぴ集族が見られる。

II)中等度の荊境

(No.10J肉眼所見:殆ど尿を容れや，壁は緊縮

L 粘膜両に賠欣YJ王小豆大の暗赤色膨隆病竃が散

在或は 20主主ケ集読をなし 特に脱2脱三角部に干十i

殻ずる。 Wi>>児白己は浮Il!li.tt.，敏塁をは太〈蛇行し，

共の上に前記新#，t'(:病竃，及び、PJ!ti~ /:I1血竃が見られ

る。 此の膨隆病竃は単護或は 2，3ケ合して正'!iさ

2cm前後の隆起を形成し，又右側壁項部に近くポ

リ{プ欣突出物がある。

一般に割聞に於ては出血竃は粘膜土居に限ら

れ固布屠は柏々腕を士宮し，粘膜筋j昔に著鑓を認め

ない。

組織所見:膨隆部は所により上皮で・覆われた

嚢胞多数相接し，嚢胞性腺睡を形成，内院には*~Î

i夜及ぴ境性に陥った脆帝京íß胞を容る。 *~iJf!，~下織及

び固有j苦の毛*i!¥血管はI吉i度に蹟張し，国有府に於

ては織将1ft七肥厚が見られ，淋巴球の泣i問及び集読

を伴う。肉眼的に見られる赤色斑部は粘膜下に調

漫性出血を伴い，叉所により粘膜上):!aill胞の増荊

強く腺随椋増植をなす。一般に出血部には屡々ヘ

モグデリンの沈着を1*う。肉日比的に小豆大暗赤色

隆起物として認められたものは，相i脱也下に毛布日

血管が賓~)\に聞く蹟5Kし，相集まって海*m脈血管

J]重を作るものがあり， Il¥Hlには織?:!f;性の結締織が

慎に入り込んで、いる。粘膜固有居には座lk種々な

る形に於て融制t胞の形成が見られる。肉眼的にポ

1)-プ欣突出物として見られたものは，路内に突

出した乳噴腫を作っている。

(No.3J 肉 nl~所見:粘膜聞に lþ目針頭大の出血斑

が終夜或は阜設し，暗赤色料l地な隆起遥が約 15

ケ， 長さ約1.5cmの乳瞬様新生物が 1ケみられ

る。

組織所見:乳噴様増殖と粘膜下の調漫性出血

及び浮腫，海副l~)\血管腫，織材1;腫があり，粘膜下

織の織枇性肥厚，粘膜下の淋巴球集族詑ぴに固有

居に於ける浸i問が見られる。

(No.4)肉眼所見 250c心のプド戸j酉松の尿を

容る。粘膜商に鳩卵商大及ぴ鶏卵商大の識がりに

粟粒}I;至大豆大のf~J紅色膨隆遣が特設又は阜費し

ている。

組織所見:粘膜直下禰漫性出血，粘膜上皮居

の剥離，粘膜下織の高度の織*w.性肥厚，粘膜下浮

腫と充血，淋巴球の浸潤位ぴに集接，捨鱗細胞の

散在が見られる。

(No.6J肉眼所見:粘膜面に乳瞬椋新生物2ケ

あり，その右側に小出血斑が甲子j護，共の他帽針頭

大jう至大豆大の赤色隆起道が多数見られる。

組織所見:粘膜下織及び同行居に於ける禰漫

性問血，粘膜上皮の剥離，嚢胞性腺腫様増植，融

制1;臨，粘膜下に於ける高度の淋巴腺症がるり，此

の他エオジン女子性白血球の主主潤，血管同!剖u織椎

性肥厚が見られる。

(No.7コ肉眼所見:左三JfJ部に小豆大乃至大豆

大の出血斑が 37，共の同聞に微小出血斑が特設

している。右三角部に暗赤色出血斑散在，左側休

部にノj、指頭両大のIほ赤色隆起1ヶ，共の周回は小

豆大暗赤色隆起竃箸i殻， 右側項部に 8cmx 4cm 

の出場-病竃がるる。

組織所見:粘膜下調漫性Hl血， Et揚形成，粘

版下織の融市，W性肥厚，一部粘膜に腺腫掠増殖が見

られ，血管同間性淋巴球浸i閏，ヘモヂデリンの沈

着，エオジン好性白血球の浸潤あり。梅幸:1~1V\血管

腫，織品w臨が見られる。

(No.8J肉眼所見:右側々壁より項部に掛けて

小鳩卵大及びJ\(~卵大の膨隆硬結物と，その周聞に

大豆大の暗赤色隆起 10童文ケ散在， 左側々壁に小

鳩卵岡大のfirtさに小豆大jう至大豆大の赤色隆起物
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膜下織，間千jl!まは少しく!手さを増し，粘膜下に暗

赤色出血斑が見られる。

組織所見 :iit揚底部は粘膜及び間千j皆を失い

i直接防局は内院に裸出し，表面は血液蹴塊立立ぴに

法/i¥i夜で挺われている。該部筋間結締織及び柴肢

には欄漫性の/:H血と高度のiiキ巴球浸i悶をwい，浸

i問細胞は所により相集まって不整形の集族を形成

し，中性好性白血球，捨繊細胞を・混じ叉組織球

'I~帥íH胞の増殖を伴う。

出血部主立び、に)liJ国組織にはヘモヂデリンの沈

着が強い。堤防吠隆起部に於ては粘膜上皮細胞の

増殖強く， 所によっては高度に!除服様増殖を伴

う。粘膜下織，固有肝は毛布日血管の描張充盈強く

民く出血し，一方組織球性細胞，融制1;芽細胞の増

植目立ち，捨繊細胞の小集族が見られる。固有厨

は繊維性に肥厚するが，所により疎惑となってい

る。粘膜表j奇部は所により均質に壊死に陥り，硝

子持塊となり，中性好性白血球を交へた露出物に

て寵われている。出場部以外の組織に於ては所ーに

より粘膜の増殖弧くノj、嚢胞を多数件い内院に柴液

を容れるものあり，又限同性に弧<)Jl'RU主主主増植を

来たし，粘膜下織，固有貯には淋巴球の浸潤聞く

月Jj'により斜注目欣集銭をなし，モ*i11血管は強く蹟張

充盈し多数の新生を件う。一部では粘膜直下に海

部il欣血管臨を認める。いづれも粘膜下に杭々なる

税度の U~血を伴い，一般に固有貯は織維性肥!享を

来たしているのが円立つ。

以上 10例府授を表示すれば次の通りである

(去 2)

一
淋
巴
腺
症
一

一
瞬
乳
様
殖
一

-

・

ぴ

一

一
乳
及
噴
増
一

党
一
叫
脚
泊
」

一
一
脆
腺
抱
一

随
一
線
び
校
一

-
k
l
m
i
l
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
I
l
i
l
l
i
t
-
-
l
i
l
-
I
l
l
i
t
-
-
i
l
l
l
i
-
-

s'噌
4

胴

E
P
-
-
E
-
-
-
-

比

一

繊

紺

阿

一

+

十

十

十

十
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I
l
l
i
-
-
r
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
l
i
-
-
ι
I
l
i
-
-

牛

一

憤

妨

一

十

十

+

[

l

i

l

i

-

-

-

酬

石

一

九

|

十

腕

l
h十
十

い

い

い

Z

十

十

十

+

+

十

+

十

十

+

表

1
1
1
lー

ート

十

+ 

十

十

+ 
十

十

1f1j番披

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

が特i護しそのNilll'，¥'に小豆大一及び語豆大のif(協が

散在する。腹側にノj、豆大)'J玉大豆大の赤色隆起道

がある。共の他粘141会同{に立り桝i針頭大)'J3-S:!架1iJt

大の赤色11Eが散在する。

組織所見:科i股下織の揃漫性IH血.i立場形成

Wi脱下織及び間布厨の融制Id士肥厚，ヘモヂデリン

の沈着.m、巴球の浸i閏;及び集捺，次に海おilAA血管

臨. 1出腫椋増列([が見られる。

III)重度の荊縫 少しく詳述する。

CNo.2J 向日l~所見:大きさ 20cm x20cm.疑脇

田には暗赤色出I古1斑務費し 2ケ所にIJ、豆岡大の

物質扶損部あり，背側休部中央部に鶏卵岡大の暗

黒色織*jt性脱税物を附ATし少しく膨隆する。時抗

体部 1んは壁肥厚し， 項部は;，'H'r)j.で三角部背壁は

一様に肥!早している。輪尿管太さ及び、走行常，異

常内容を谷れ歩。 *li脱敏袋の欣分rlfJ.淡黄色に染

着する。昨腕内には多量のI血液援塊を混やる血尿

を容る。 内面腹壁部に 10cmx 15 cmの同形堤防

欣隆也をめぐらせるi貴広部がるり，走塁縁は幅約 1

~2cm の肌大頼粒!lkの粘肢に罷われている。該部

は弾力性に市むも 1~ì 々主主，粘膜下には馳-!Vi: I:H血斑

が斡設する。共の中心部底面iは物質扶担を来たし，

前記柴lf5~両に見られた 2 ケの物質献:損部は内面に

間口し，管孔を形成し，堤防・!lk隆起都内商には多

量の血液擬塊を附着している。式に三jfj部封側部

にはlO cm~8cm の肢がりに同様の堤防欣隆起部

をなす出場音f‘あり，多量の血液i毘塊を悶着し， 3cm

x3cm 1ケ.lcmx1cmのもの数ケ，うiミIib:大，栗

粉:大及て;:'lpH針頭大のf!.ti:赤色隆起物新設し，或者は

次貨色去而*Il槌感を有するものがるり，前記堤防

Jl)i:隆起部割聞は!字さ1.4cm，表居部は花棉菜il大を

なし，粘膜下織は硬い次白色の融制If性%[1織よりな

っている。 *~i~部には貼-!Vi:の暗赤色斑が符鼓して

いる。出場底部は繊維性脱ilJ¥物主主びに擬血を附着

し，物TT依存iを来たし柴脱より筋居にかけ暗赤色

調授'¥'!i:の出血を来たしている。三角部主，1側出場部

に於ける割岡は上主s病授、と性ETを時々同じうし，

表局部は略k O.2cmのl早さに於て暗赤色を帯び

るも，疑EJ~には若:鑓を認めない。共の他肪杭全面

に中I-lH頭大JJ至小豆大少しく隆起した出血斑が桁

設jう至散裂し，暗紫赤色を帯ぷ，害IJ面に於ては粘
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B) 中標津屠場牒脱病鑓に就て

無立E持的に蒐集せる1f5J脱 36例中，共の 69.4%

に単純'l~l:跨)出炎が見られる :):J~は注円すべき鼎iで，

肉n民的には者:楼を認めないものも組織接的には明

瞭に識別せられ，前期Jに従¥r.:C!:七t;， ;)(;，1:性， r受性，
粘膜下肥厚(治癒主JJ)に分けられる e 共の内特に治

癒WJのものが 38.9 .96 認められた。車純性W5~;脱炎の

内で、慢性炎主主び、に治癒其~1のものが共の殆んどを r~Î

めている。肉眼的には一般に壁は肥!享し，粘膜色

淡，織壁は太〈蛇行し分明で浮)j重性である。粘膜

ば時に硬く粗結感を有するものあり，多くは充管

血を伴うため紫赤色を帯び1:H1lIl斑が頻設する。特

に三角部，尿道閉口部及び尿管柱に多設する。組

織準的には粘膜下織註ぴκ固有骨の織制t性肥厚が

著明で，之に毛細血管の新生主主び、に鎖張充畳が強

く屡々出血を件う。 :V!i股下に弧く，固有居に調漫

性に淋巴球の浸潤があり，往々幸子i寅な事路有性細胞

集族を11oる。浸潤車Hl胞も時にヱオジン好・l生白血球

及び捨微細胞が見られる。一般に粘膜は士宮荊性で、

あり，特に注意すべき貼は血管臨，織j:ff;脆学の顕

揚刊:縫化及び結石を容れるものが 27.78.96の高頻

度に見られたととである。

数

検査線、鍛に

表 3.n号 脱 炎後生煩皮

主主する I2.78 
百分率(~の

36 

IO() 

表 4.勝脱炎と::!t:の他の勝腕病毒きとの関係

誌幹事談 言t
。9b

血 管Z 脹 O 3( 8.33) 

繊維服 O o j 3 5(13.89) 

腺 臆 O 01 0  O 。O(一 )

護施形成 O 010  O O O(ー)

事左 石 O o I O 2(予言6)

V 考按

私共が経験した牛の血尿症 10例の病授は，

いづれも蹄脱にのみ限局し，只だ僅に 1例 (No.10)

にI和信仔t度の遥肌

しアたζ1例 (No.2均)に』肝「の不完全L壊主死:竃益を認めたに

過ぎす守コ，共の他の諸臓器には皆授、;を認めない。本

症は!鈴!腕粘膜而に中ii針頭んより4'1ま指頭大前後に到

る大ノj、の出血病竃を作り，遂には出場ーを形成し，

慢性出血性脱s脱炎が保氏をなし，之に血管j毘，乳

噴腫，腺!庫，織推臨，幸L明椋増植及び、腺腫様増殖

等の麗場性経化が共存している事が注目される。

慢性炎として粘膜の増嫡等の再生像が強く，屡ko...

嚢胞性腺腫及び腺距せ;の形成があり，粘膜下織拡

びに固有厨の繊維'性肥厚及び淋巴球の夜間註び、に

篭欣集族形成は↑受性炎を裏書きするもので・あり，

繊維胞，字L噴!毘及び、腺胞:等の腫蕩性をき化は慢性炎

による二北的病礎と解される。又粘膜直下に底k

血管眠が見られるのであるが，とれは毛布H血管が

費削(~強く蹟張充盈し，相集まって越i!k をなし，

肝に頻設する海おiH!k血管腫の形態を取っている。

とれは血尿例及び屠場例を通じて比自主的前i頻度に

見られる。屠場IW脱に於ては共の 69.4% に~1純性

膨脱炎が見られ.lビ常と，巴われるものの中に如何

に肪脱炎が多く見られるかが知られる。又とれら

の:荊援は病l叫に従いな性，ダ〈急性，慢性，i合癒WJ

の 4型に分けられるのであるが，屠場例で、は次，Zt
性炎は認められす， 1例の急性例を除き杢で限性立主

ぴに治癒思jで;r!iめられている。病挫の主要素は制

胞夜間と料i脱下に於けるキli締織性反l庄で，前者は

病期の進行と共に結節性百I:W:集談に移行し，後;庁

は融制!d~í=.肥!享の形で現われる。とれに共存して騒

々血管腫，繊維胆サ;の臨場位型化及び長!i:.{i形成を

wってやり，とれが 27.78%の高率に見られる。

此の貼血尿例と病鑓の性質を同じうするものであ

り血尿例はこれが25化進行して複雑化したものと

僻される。

扱て， !l:ì}脱z は生ユnl的に牧縮のI~Jjしい臓器であ

ると共に，泳中には多種類の有機及び無機の異物

を含む機合が多いので化串的及び、機械的に絞白段な

る刺戟を交け易いととろでるる。従って上皮細胞

の鑓性剥離が起ると，粘膜直下の毛細血管がlJI接

裸出するとととなる。而して炎症につきものの高

度の毛細血管の新生位び、に共の蹟張充盈を招き固

右皆に於ける融市:j~性肥早や織f.f~1l重等の硬組織があ



164 北海道大祭農皐部紀要

ればかかる毛細血管の蛸居せる弱組織は容易に破

綻する諒である。叉前述の如き粘脱也下のJlIl管fJ電

も出血に闘し玉大友関係を有し共のーl且となり得

るととは容易にJ}l¥解される。単純性1)芳脱炎がj長々

出血を繰返す事により病鑓は題化し，逢にはm~語

形成に到り，とれに加うるに臨場性礎化を伴い本

症としての性格を鮮明に現わすとととたる。，

牛の血尿症í:は ~t界各悶で夕、\1られ，共の原因に

ついては SClIARRER4)が Coccidium を確認し

DATTAめは印度の各地から得1，ζ例で，腎及び肪脱

に体細胞より梓j々 大きなノj、体を見出し， とれに

Entamoba kamalaと命名している。 MARCELs)も

亦腕脱 22例中 2例から Amobaを確認し賓験的に

もDATTAの Amoba設に賛意を表した。 苦岡で

は力l1íJ~i7)がダユによる血尿症を報告し，市川8刈は

革問の血尿症牛の!斤に日本位血吸品卵酷似のもの

を観たと云っているが，根室血以打i二主主びに同屠場

例に於てはいすコれも寄生議及び原議を認めや，寄

生休を以て血尿症の単一原因とする4;fj:には賛意を

哀し得ない。 此の他 HAD¥¥'ENわは蕗喰を多く含

んだ飼料をとるととに依り血中に:増加した接隈の

作mで護症するとなし，経口的に或は時抗内に直

接諸般をと注入した結果的穫は殆んど脱i脱に限られ

粘膜聞に賄肢の赤色斑，後には結締織性乳噛様増

殖像を認めたと主ji;べ諺隈設を主張した。

一方 CRAIGめは英固に於て多数の検索例から

説く少数例に軽度の間貫性腎炎及び、腎孟腎炎をw
うものを認める以外は主礎化は脱z脱に千t-在し，底

部に大ノj、種々の赤色斑を認め粘膜の異常な肥!手を

認めている。組織撃的には初期礎化として上皮居

直下に毛細血管の蹴張-充盈があり，粘JB!J斤位び、に

阿国車IL械に出血が見られたが， J上二皮ま前刺制机iI川汎il札H胞』

あつて京制i旧H立菌i及ぴぴ、寄生休の参力苅加11及びぴ、諺!限1唆企の影響響-を否

定し原I~I土全く不明で、dうるとしている。 KALKUS

10)も亦北米オレゴンナ1'¥に多設する牝午の慢性血尿

症粘肢には出血道が見られ，同時に存在する蝶痕

形成は共の修復機i[婚でるると述べ植物の務酸臨に

由来するととを否定している。又 SCHLEGEI})は

本症は主様化は1持及び時脱に存在し，腎では附側

共に高度の汎設性出血性腎炎， rl日fT性腎炎， I民J腕

では沈貫性息、肉性又はiJi:傍性肪脱炎を確認し，共

の原因としては主として飼料に111来するflJi容性の

起炎性刺斡性物iZが血行を介して腎及び肪脱に或

は成中に移行し，特に討す臓器の毛細血管，小血管

に障時を興えると推論し，殻生地の飼料，飲料水，

土壌中の 1!!~機百， Vitaminの吠乏， 高い|限度によ

るものとし血中の燐に封する石次の著しい比率

低下が血管壁の障碍を大いに助長すると言ってい

る。 LLOYDl1)は英国で漸進哨に消耗を来たした積

牡牛の腕脱に戸.大た字L~皆様新生物を見たが，とれ

はI会i度の慢性時抗炎のー型であろうとし，苦岡で

は宮本町が芸湾に於て血尿I1二56例と， 屠場午の

肪脱を検索しI古L尿症は)品i脱炎から進展し，高率に

見向された1車場化は慢性刺戟に起因する慢性脱z肺

炎の結果友りとし原l~は一元と限らすコ二元又は

それ以上のものであるとし異国は未決定として

いる。以上の病授は行々の経験したものと大同小

異ではあるが， SCHLEGELがjili;べるが如き腎に強

い鑓化を認め十， Il'会脱所見は多数の研究者のもの

と一致している。本打l二の類症鑑別として臨床上問

題となるピロプラズマ約に闘しては，現地は小型

ピロの常在地であるとは云え検索例で、は血中にこ

れを認めや，仮令認め得たとしても明かに肪脱出

血に起因する血肢であり，此の貼病援の性格を異

にするものである。叉午に屡々見られる細菌性腎

孟腎炎については 1例も之を確認せや，只だ 1例

に見られる軽度の篭JV，性rum性腎炎は本症とは7活

関係なものと解される。以上本万i~護生原1~ を車ー

なものに帥するととはiF計であろうのひとり根室

地方にかかる血尿'iJ'1二が頻設するのは同地方の特異

的な地:1;11¥的環境と，冬季に頻設する事賞からして

時)比炎の京地に加えて常に気候，風土，飼主管上!日

のmJ(l;吋;の思保iLj二が約妓増J21に力をなすものと思

bれる。従って環境の思い所ではひとり根室に限

らすコ世界各地で、費生している貼より見て症候壊的

には所前 Stallrot と同類のものと 1~f(oせられる。

刊結 言

私共は根室地方に多渡する 11二の血尿fii~ 10例

立立ぴに同地居場脱i庇 36例につき病王!I¥・撃的検索を

行い，グ〈の虫f1き結果を得た。

1)本日;荊援は跨腕にのみ限局し，共の他の諸
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臓器は，蹄脱出血による貧血の他は著費を認めな

ν、。

均本fii!はft!快感的には所前 Stallrotと同類の

ものと僻される。

3)類症鑑別上，ピロプラズマ病，腎孟腎炎と

は全く性絡を;廷にするものであり，原閃撃的には

寄生品等による阜ーな原因によるものとは併し符

たい。

4) 居場脱z脱に於ては高頻度 (6~.4 96) に皐純性

跨脱炎が見られ，共の内慢性炎と共の治癒期のも

のが殆んどをr[iめている。

5)ヨたに居場跨脱に於ても高頻度 (27.78%)に血

管施，繊維腫せ;の臨場性経化と結石形成を伴って

ν、る。

6)血尿症は単純性跨脱炎より修行するもので

居場回ー脱と血尿抗脱i肱とは共の荊援の性絡を同じ

うするものでるる。

7) 本症は粘膜而に於ける大小の出血道よりt責
務-形成に及ぶ慢性出血性乃五は泊疹性跨脱炎が基

礎をなし，之に犀々血管腫，織部t脆，腺腕，乳H湾

臨，腺股ノう至雪L瞬椋増殖叶;の限協itt礎化が共存し

ている事賓が気付かれる。

8) 現地の気候，風土，飼養管却の手u思等の豆、

環境は本症を増悪せしめる。

終りに臨み御指導を頂いた山桜教授に衷心感

謝し，悦耐え所見について御教示を頂いた本製小華

手11教授に深謝致Lます。
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Resume 

We studied histo-pathologically 10 cases of bovine haematUI匂 whichoccur most frequentIy in Nemu-

ro district and 36 cases of bladders collected in Nakashibetsu Slaughter House. The results ohtained 

there are as follows: 

1. The lesions of this disease are limited in urinary bladder and the other part of the internal organs 

are normal except anemia caused by the haemorrhages of bladder. 

2. We understand that this disease belong to the same category with so called “Stallrot" symptom-
atologically. 

3. This disease differs from piroplasmosis and pyelonephritis in differential diagnosis. It is disagreeable 
that the cause of this disease is ascribed to one factor， such as parasite， etc. 

4. In slaughtered cases， a cystitis simplex is observed in high ratio (69.4%) and the type of cystitis 

chronica and cured cases occupy the most of them. 

5. Haemangioma， fibroma and stone.formation are， in slaughtered cases， frequently observed in high 

ratio (27.78%). 

6. Bovine haematuria are transited frC)m cystitis chronica simplex. Bladders of slaughtered cases and 

haematuria cases have the same characteristic of pathological changes. 

i. This disease is ascribed to cvstitis llaemorrhagica et ulcerosa chronica fundamentally which are 

extended from thc large and small patches of haemorrhage to the formation of ulcer in the mucous me-

mbrane. We often recognize that the neoplastic changes， such as haemangioma， fibroma， adenoma， papi-

Jloma， adenomatous and papillomatous proliferation， etc. are co-existed. 

8. The inclement climate， rough fare and poor management of bre引ling，namcly bad circumstances 

cause worse lesions. 
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附圃説明

Fig. 1.: No. 5 (2532). ホルスダイン雑樋，牝，年齢， m所不明， H.E.染色， X 160. 

粘膜下職，粘膜周有暦にかけてi頒蔓性に:tl血し，粘膜 F織は繊維性に肥厚し，祭虚な血管が多ぃ。右下部に移だ

しいヘモヂヂリン耳lattの IU視が目立つ。

Fig. 2.: No.7 (2574). ホノレスタイン雑溜，牝， 7成，中根津産， H.E.染色. X 160. 

粘膜下織，粘膜lill有暦にかけ C血海状に高度な/H血がある 3 其の一部は上皮組織を抜けて腔内に血球が遜出してい

る。

Fig. 3.: No. 10 (2709). エヤシヤー雑干喧，牝， 12歳，茶志、骨産， H.E染色. X 160. 

粘膜下織に於ける血管臆説ぴにi禰没性の出血。
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